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監視管理ソフトウェアの活用によるストレージのROI向上

前回、LoE軽減とQoS向上を実現するツールとして、ストレージ
監視管理ソフトウェアの存在が効果的であることを述べました。
このツールには、原始的ソフトウェアとベストクラスソフトウェアの
2種類が存在します。前者はハードウェアに標準添付されてくるソ
フトウェアのことを指し、装置個別でポイント的であるという特徴
が、後者は汎用的なものを指し、網羅的・連続的であるという特
徴がそれぞれあります。それではこれらの監視管理ソフトウェア
がROI向上に具体的にどのように役立つのか、ストレージ管理者
およびCIO・ITマネージャの立場から考えてみましょう。
まず、両者が目指すべきゴールについて明確にします（表1）。

どちらにも共通しているのは、ユーザ部門の満足度を向上させ
るということ。これはすなわち、正確性や迅速性といった運用サ
ービスの水準を向上させるということになります。これに加え
て、ストレージ管理者では作業負荷、すなわちLoE（Level of Effort
※詳細は第1回を参照）を軽減させることが目標になり、CIO・IT
マネージャでは各種のコストを抑制することがおもな目標にな
ります。
これらの目標に対して監視管理ソフトウェアがどう貢献するの
か、具体的なタスクと対応させながら見ていきましょう。まず、ス
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トレージ管理者の標準的なタスクおよびそのタスクに求められ
るものを明確にし、ソフトウェアにどのような効果と特徴があるか
を整理します。
ストレージ管理者の作業は、おもに日常的タスク、計画的タス

ク、突発的タスクの3種のオペレーション、そして企画的タスクの
4つに分類することができます（表2）。
日常的タスクはバックアップや監視などにあたり、このタスクに
おいてQoS向上とLoE軽減を実現する鍵は、自動化と予防行動に
あると言えます。原始的ソフトウェアは添付されていたハードウェ
ア自身のバックアップや監視にはそれなりの性能を発揮しますが、
マルチベンダ環境などにおいてはあまり役に立たず、管理者の負
荷は高いままです。一方ベストクラスソフトウェアの場合は、この
ような環境においても非常に効果が高く、管理者の負荷を大きく
軽減。正確かつ迅速なオペレーションの結果としてQoSの水準も
向上します。
計画的タスクは構成の追加や更新、棚卸しなどにあたり、構成
の自動更新機能や変更の確認機能の有無がQoS向上とLoE軽減
に影響します。装置個別的でマルチベンダ環境に適さない原始
的ソフトウェアでは、構成の追加・変更等にかかる負荷が大きくな
ってしまいます。
突発的タスクは障害、事故、災害への対応にあたり、どれだけ

迅速かつ正確に原因を特定できるかが重要なポイントとなりま
す。故障やバグ、セキュリティ侵害などへの対応では、ベストクラ
スソフトウェアで高い性能を発揮。LoE軽減とQoS向上に貢献しま
す。しかしその一方で、火災や地震、停電などの災害に対しては、
どちらのツールでもそれほど高い効果は望めないでしょう。
企画的タスクは調達や設置の計画にあたり、オペレーションに
比べて難易度が高く、同時に生み出される価値も高いタスクに
なります。ここで重要になるのは、詳細なヒストリー機能や先見
性、多彩な切り口や表現力を持ったレポート機能などです。この
点においても、やはり全体的な把握に優れたベストクラスソフト
ウェアが高い効果を発揮します。
次にCIO・ITマネージャの目指すべきコスト抑制について整理

します（表3）。まず調達（導入）コストでは、使用効率を最も高く
保てる適切な調達と同時に、サイクルの短縮化により調達リスク
を低減する必要があります。そのためには、現在の使用状況を正
確かつ網羅的に把握することのできるベストクラスソフトウェア
が必要不可欠と言えます。次に運用コストでは、日常的タスクを
自動化することで管理者の負荷を軽減。リスクコストでは予兆検
出や予防措置、自動化による時間短縮などによりリスクを抑える
といった点で、監視管理ソフトウェアの貢献が期待できます。
そして最も重要なことは、安易に監視管理ソフトウェアを導入

しないということ。ベストクラスソフトウェアは確かに高い効果を
発揮しますが、同時に高価なものでもあります。ROIを向上させ
る因子は業種業態や企業規模によっても大きく変わってきます。
その点を踏まえた上で監視管理ソフトウェアを検討することが大
切なのです。

データストレージ

ＥＸＰＯセミナー

紙上インタビュー

ストレージにおけるＲＯＩ

【表1】ストレージ管理者およびCIO-ITマネージャの目指すべきゴール
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【表2】ストレージ管理者の作業

【表3】CIO‐ITマネージャの目指すべきコスト抑制
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DRサイト構築フェーズにおける具体的ステップ

前回、DRサイト構築の成功のための要素として、計画フェー
ズと構築フェーズへの分解が欠かせないものであることを説
明しました。とくにDRサイト構築の場合、現状の把握や目標の
設定、目標までの到達方法などを青写真として定める計画フェ
ーズが絶対不可欠。技術、プロセス、人、といった観点から整
理し、復旧までのシナリオを作成することが重要ということ
でした。

それでは引き続き、構築フェーズでは具体的にどのような
ステップでDRサイト構築を進めていくべきなのか、いくつかの
ポイントを見ながら整理していきましょう。
構築フェーズは大きく3つ、要件定義・設計、導入前本番機

テスト、システム構築というステップに分けられます。これ自
体は一般的なシステム構築ととくに違いありませんが、災害復
旧運用計画や災害シナリオテストなど、それぞれのステップに
おいてDRサイト構築ならではの要素があることに注意する必
要があります（図1）。

まず、要件定義のポイントについて整理します。もちろんDR
サイトに対する要件は顧客ごとに大きく変わってくるでしょう
が、とくに注意が必要なのは、運用管理や数年先のシステム変
更までをしっかりと考慮しておくべきだという点。たとえば、
現状の運用体制のままでDRサイトを構築するならば、マンパ
ワーをほとんど必要としない運用が可能なシステムにする必
要がありますし、人員を割けるならばその限りではありませ
ん。あるいは、5年10年先にシステムがどのように変更される
のか、バージョンアップの予定なども含め、できる限り対応で
きる環境を今から用意しておく必要があります。これらはい
ずれも、青写真が正確に作成されていて初めて可能になるも
のと言えるでしょう。

次に設計のポイントについて。ここで最も重要なのは、スト
レージやサーバ、ネットワークなどマルチベンダ環境で提供さ
れる各要素について、それぞれの間の整合性をしっかりと取
るように設計することになります（図2）。通常時、災害発生時、
DRサイトでの運用時、メンテナンス時、各段階における運用を
考えながら設計することが求められ、システム設計と同時に具
体的な運用体制についても設計することが必要になるのです。
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導入前本番機テストは、DRサイト構築においてはとくに重要
なポイントと言えます。本番機を使用して疑似環境を構築す
ることはもちろん、本番でのデータを使用したパフォーマン
ステストも欠かせません。というのも、DRサイトの運用それ自
体が、プロセスの増加などによってパフォーマンス低下を引き
起こす要因となるからです。たとえばそれで通常業務のパフ
ォーマンスが50％にまで低下してしまうとしたらどうでしょ
う。いくらDRサイトによって安全性が確保できるといっても、
さすがに見合わないものとなってしまいます。したがって、実
際の運用環境ではどの程度のパフォーマンスになるのか、どの
程度までなら許容範囲なのかということを、顧客、ベンダの間
でしっかりと認識しなくてはなりません。また、運用手順の確
認もこのステップにおける重要項目。運用管理の担当者にし
っかりとシステムを理解してもらい、問題なく運用できるよう
に引き継ぐことが大切です。

最後にシステム構築のステップについて整理します。実際
にはその前の段階から必要なことですが、とくに構築ステップ
において求められるのが、関連ベンダとのコミュニケーショ
ン。中でもアプリケーションベンダとの連携が大切になって
きます。実際の企業システムにおいては、大手ソフトメーカー
によるアプリケーションだけでなく、各システムインテグレー
ターが作り込んだ独自のアプリケーションも多数あります。そ
れらを含めすべてがしっかりと稼働するように構築するには、
緊密なコミュニケーションが絶対に欠かせないのです。そし
て、システム構築のステップをさらに細かいフェーズに分けて
進めることも重要。チェックポイントやレビューの機会を設
け、ミスや不具合による大きな後退を未然に防ぎます。これは
同時に、成功実績を積み重ねることで顧客の安心感を育てる
ことにもつながるのです。

以上、全体を通じて言えるのは、詳細に記された青写真にし
たがい、各ベンダが緊密に連携を取りながら進めるのがポイ
ントということ。このことからも、DRサイト構築にあたっては
計画フェーズが重要なものであることが理解していただける
ことでしょう。
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ディザスタリカバリ・システム導入のステップ

【図1】要件定義、設計、構築の流れ

【図2】FC-IP DRサイト事例


